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議会運営委員会会議録 

 

日 時    平成２９年１０月５日（木）   開会時刻  午後１時１０分 

                       閉会時刻  午後１時２２分 

 

場 所    議会運営委員会室 

 

出席者    委員長 中村正則   副委員長 土橋 亨 

       臼井成夫  皆川 巖  浅川力三  白壁賢一  大柴邦彦   

       望月利樹  早川 浩   

       議長 望月 勝  副議長 久保田松幸 

 

       委員外議員  安本美紀  小越智子 

 

欠席者    なし 

 

執行部出席者   総務部長 鈴木 康之  財政課長 泉 智徳 

 

 

議 題 

 

１ 知事提出追加議案の取り扱いについて 

○ 本件は、本日の本会議に上程し、知事の口頭説明ののち、 人事案件であるので、質疑、

討論及び委員会の付託は省略して即決する扱いとされた。 

 

２ 議員提出議案の取り扱いについて 

（１）「やまなし子ども・子育て支援条例」及び「山梨県がん対策推進条例の一部を改正する

条例」について 

○ 本件は、本日の本会議に上程し、提出者の口頭による説明ののち、質疑及び委員会の付

託は省略して、即決する扱いとされた。 

○ なお、採決にあたっては、簡易採決の方法によることとされた。 

 

（２）議員派遣の件について 

○ 本件は、本日の本会議に上程し、提出者の口頭による説明、質疑、討論及び委員会の付

託は省略して、即決する扱いとされた。 

○ なお、採決にあたっては、簡易採決の方法によることとされた。 
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（３）「私学助成の充実強化等に関する意見書」ほか３件の意見書について 

○ 本件は、本日の本会議に上程し、一括して議題に供し、提出者の口頭による説明ののち、

質疑及び委員会の付託は省略して、即決する扱いとされた。 

○ なお、採決にあたっては、反対のある「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関

する法律の特別措置の継続を求める意見書」について、起立により採決し、その他につい

ては、一括して、簡易採決の方法によることとされた。 

 

３ 知事提出議案及び請願の取り扱いについて（議運資料１、２） 

（１）委員長報告について 

○ 委員長の報告は、口頭報告とされた。 

 

（２）討論について 

○ 討論は、小越智子議員から第６２号議案・請願第２９の６号及び請願第２９の７号につ

いて反対の、また、飯島修議員から請願第２９の６号について反対の、また、鈴木幹夫議

員から第６２号議案について賛成の、また、白壁賢一議員から請願第２９の６号について

賛成の発言通告があったことが報告された。 

 

（３）採決方法について 

○ 議案及び請願は一括して議題に供し、採決にあたっては、配付の議案採決順序表及び請

願採決順序表のとおり、議案については、まず、 反対のある第６２号議案を起立により採

決し、次いで、第５８号議案ないし第６１号議案及び第６３号議案ないし第６６号議案を

一括して簡易採決の方法によることとする。 

○ 請願については、反対のある請願第２９の６号及び請願第２９の７号をそれぞれ起立に

より採決し、次いで、請願第２９の５号及び請願第２９の８号を一括して簡易採決の方法

によることとする。 

以上了承された。 

 

４ 本日の議事順序について（議運資料３） 

○ 本日の議事順序は、配付のとおりとされた。 

 

５ 本会議の開始時刻について 

○ 本会議の開始時刻は、午後２時３０分とされた。 

 

６ 議会運営委員会の閉会中の継続審査案件について（議運資料４） 

○ 本委員会が、閉会中もなお継続して調査を要する事件は配付のとおりとされた。 

 

７ １２月定例会の会期案について 
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○ 総務部長から、１２月定例会の招集日の概ねの案について説明を受けた。 

仮に、招集日を１２月４日とした場合、１２月定例会の会期案については、１２月４日

開会、１２月１８日閉会の１５日間の日程とし代表質問及び一般質問を１２月７日から１

２日までの４日間、常任委員会を１２月１３日及び１４日の２日間と予定することとされ

た。 

 

８ その他      

 ○ ９月２１日開催の当会議において、小越議員より疑義のあった本会議における「再質問

及び関連質問に対する答弁者」について、議会運営委員長として執行部に対し、事実確認

を行ったが、現在、答弁者を制限するような事実はないことを確認したことが報告された。 

○ 一般質問における一問一答方式の発言時間については、発言を行っている間に残時間表

示が消え、発言時間がゼロとなった場合、発言中の質問項目については、簡潔に整理して、

発言を打ち切るようにし、新たな質問項目に入ることは認めないこととされた。 

 

以上 


